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私の考えの底には、ひとやものやことは、それらが生まれた場にあってこそ最も美しい
佇まいをみせるという思いが根強くあります。〔…〕今、ウクライナでは不条理極まり
ない力によって「場」が蹂躙され、「生」と「場」が引き裂かれようとしています。こ
の事実は、私にとって我がことのように耐えがたいことです。本詩集を上梓したのは、
直接的には何もできない私という人間が、せめて遠くからでも言葉を溜めて銃口の暴力
に抗いたかったからです。（「覚書」より）
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